
   第５回小城市協働によるまちづくり検討委員会（三里地区ワークショップ）まとめ

　　　　○表　　題：三里の未来を考えよう!!
　　　　○日　　時：平成27年10月16日（金）18：30～
　　　　○場　　所：三里小学校　体育館
　　　　○参  加 者：三里住民　51人、まちづくり検討委員　13人、まちづくり作業部会　6人、傍聴　4人、企画政策課　3人　　計　77人
　　　　　　　　　　※ワークショップ参加者：三里住民　51人、まちづくり検討委員　5人、まちづくり作業部会　3人　　計　59人
　　　　○ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：佐賀大学全学教育機構　教授　五十嵐　勉さん
　　　　○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの方法：”えんたくん”を使用したワールドカフェ方式。4～5人をひと班として、12班に分かれ実施。

魅力的なところ 困っているところ 感想

伸ばすには？ 住民として何ができる？ 改善するには？ 住民として何ができる？

・子どもが素直 ・婚活パーティー ・他の３校区との付き合いが悪い

・子どもが挨拶をする ・三世代同居 ・閉鎖的なところ ・婦人会・老人会の見直し ・初めての経験で良かった

・郷土愛がある ・他人に干渉する

・ひとがつながっている ・隣との関係が薄くなっている ・参考になった

・わきあいあい ・年寄りに朝、外に出てもらう ・若い家族が発信する ・子どもが少ない

・人間味がある ・応援する仕組み ・老人が多い

・ことばに飾りがない ・人口が少ない ・三里の魅力を福岡へ発信 ・人の考えが分かった

・人のあたたかさ ・アパートが少ない ・特色を活かす ・とても良かった企画でした

・素朴さがある ・独居老人が増えた ・もっとお酒を飲む機会を ・満足のいく時間でした ・皆様と話し合いよかった

・やさしい ・独身者が多い ・婚活の企画

・人情感いっぱい ・親との同居が少ない

・皆が親切 ・若い人が出て行って帰ってこない

・地域住民のつながりが強い ・区長さん次第 ・三里小学校の運動会が成り立たない ・本気でしないと小学校がなくなる

・地域の結束力が強い ・小学校の存続（学校規模が小さい） ・今日は楽しかったです

・近所付き合いが良い ・シングルマザー ・シングルマザー移住促進 ・新鮮だった

・他の地区とのつながりがある ・地区の役員が多く、重複している ・役員の数を減らす ・素直に発表し、良かった

・三里小を核にして皆一致団結する ・区の役員になり手が少ない ・色々な話を聞けてよかった

・自然が美しく良いところ ・地元の人が守っていく ・話し合いの場がない ・面白かった

・のどか ・子どもたちに伝承していく ・区の行事に参加者が少ない ・集会や寄方を増やす ・勉強になりました

・静か ・自然環境が良い ・部落内の行事が少なくなった ・他部落と共同で行う

・山・川がある ・保存会をつくる ・地域行事の負担が重荷になってきた

・緑豊か ・現状維持する ・農振の規制 ・宅地造成で入居者を増やす ・楽しかった

・閑静な所　住みやすい ・宅地がなく、家が建たない ・規制除外を市に働きかける ・私たちが区分けする ・今後も必要である ・自由な話し合いができた

・土地が豊富にある ・土地が自由にならない ・畑付きの宅地+教えてくれる人 ・スムーズに話ができた

・夜空（星）がきれい ・空家が増えてきた ・魅力ある村づくり

・田舎　のんびりしている ・買い物が遠い ・移動スーパーの実現！ ・意見の加工は難しい

・開放感 ・店（スーパー、コンビニ）が少ない ・三里のお金を三里に使う

・空気がきれい ・病院・金融機関がない ・企業の誘致

・歴史的な遺跡、文化 ・ガソリンスタンドがない ・小さなお店をする移住者

・峰山　姫御前 ・居酒屋がない ・月１回～持ち込み居酒屋 ・範囲が広すぎて考えが及ばない

・牛尾（もみじを250本植えた） ・仕事（働く）場がない ・行政に依頼

・牛尾神社、西川の浮立 ・地域産業が少ない（農業以外がない）

・文化財（寺・神社・別当坊など） ・文化の維持・意識を高める ・保存会をつくる

・徳川家康ゆかりの三岳寺 ・ネット利用　ＰＲする ・農産物直売所予定

・くんち ・離農者が多く、中山間地が荒れていく ・６次産業をもっと工夫する

・大日さん（坂井部落） ・自然の荒廃が進んでいる

・石工の里 ・後継者がいない

・古墳群がある ・イノシシ、サルの出現 ・食べる ・少し難しかったです

・牛尾梅林

・梅まつり

・梨・梅・米・いちご・麦 ・オーナー制度の農園 ・気楽にしゃべれた

・農産物が豊富 ・県道の歩道・自転車道が不完全（狭い）・市に働きかける ・もう少し時間が欲しい

・食糧自給率が高い ・県道　通過車両激増

・無農薬　有機農法 ・商売に　道の駅的にする ・外灯が少ない（夜が暗い） ・30点　勉強します

・農業の里 ・農業活性ブランド化 ・交通の便が悪い ・わかりやすかった

・美味しい物が多い ・オリジナル商品発売 ・梅まつりでアピール ・バス・汽車なし ・発想が豊かになった

・インターネットで売り出す ・水害

・ＮＰＯ広めている

・自分の畑は維持管理する

・旧校舎が二郎物語のロケ地になった

・小学校の資源はすばらしい ・小学校の存続に努める

・三里小学校の桜満開がいい ・学校へ来てほしい

・三里校区の運動会は良い

・小規模校の良さがある

・児童数が少ないので先生の目が届く

・事故が少ない

・事件がない

・安心・安全である

・竹下製菓がある ・ホームステイの受け入れ

・竹下製菓のまわりを宅地化

・地場の物を利用してもらう

回答者：58人

①みんなが発言できる話し合いはどう？
②たくさんの意見を集め、加工で
きる話し合いは？

③満足度とその理由は？
　　満足度平均：78.7点

・三里のことが今まで以上に奥深
く知れて良かった

・50点　あまり発言できなかっ
た

・ひとが魅力的！みんな仲良く三夜待
・組織づくり（青年部の
ようなもの）

・他人が何を考えているのかが分
かった点では良かった ・50点　他の島の発表が充分に

聞けなかった点、やや不満でした・思っていることは皆同じだとわ
かった

・結論へのプロセスを学べてよ
かった・区長さんが軸になってコミュニケー

ションを図る
・80点　もっと多くの人が集
まって話し合えたら、もっとたく
さんの対話ができる

・意見収集、現状把握の手段とし
て有効

・女性だけのワールドカフェをする
・75点　うまくリードできませ
んでした・形式にとらわれず自由に発言で

きる場が良かった
・えんたくんは初めてでしたが、
すばらしかった ・70点　初めての試みでとまど

い有　意見集約する方法はいろい
ろある

・いろいろな立場での発言があり
よかった

・これからのためにも、会議を
もっていただきたい

・いろんな問題が提起され、併せ
て解決のためのヒントも見えてき
た

・90点　女性、若い世代の参加
があったら100点

・人の話を聞く事は大事だと思っ
た

・60点　今日できなかった分次
回は少し深い意見を話し合いたい

・振興会のリードで、婦人会、老人会
の見直しをする

・議論すると感情が入るが、この
手法は冷静に話し合える ・70点　まだまだ思い出せな

かったが、物足りなかった

・複数年（２～３年）続けてほしい
・何回でも繰り返し、こんな会合
をしてみたい！

・80点　ワークショップの方法
も面白かった

・いろんな考えを聞けて少しは視
野が広がった

・80点　20代、30代の世代の
参加者が少ない

・コミュニケーションがよくとれ
た

・60点　結論無しの点で良いか
悪いか不明感が残った・総決力によっていろんな良い事

がわかってきた ・85点　どの班も同じ考えであ
ることと地域の皆が力を合わせて
改善していくこと

・自分の考えだけでなく、考えの
及ばない点まで考えさせてもらっ
てよかった・歴史文化を活かした三里観光マップ

作り
・児童、専門家、行政と
協働して作成

・75点　議論のない対話方式が
よかった

・保存会などみんなが協力することが
必要

・私たちがＰＲ活動をし
ていく

・一人の考えよりも多くの人の考
えを知る事ができた

・80点　時間が欲しい　みなさ
んの三里に対する思いが重くみら
れた・共有できる課題や可能性が発見

できた ・100点　三里のことを知る事が
できた　いろんな方と知り合えた

・他人の意見を聞く、反対意見を
言わないところがよかった

・時々パンを売ってくれる移住者

・80点　具体的な方向がでない

・観光農園で都市部の消費者を呼び込
む

・73点　まだ実感がピントこな
かった・この会合が続けば、三里村が元

気が出る・レモン・カボスをつく
る

・イノシシ牧場といった逆手に取った
やり方で育て、イノシシブランドを開
発する。

・30点　妙案がなかなか浮かば
ない・テーブルを移動したりしてよ

かった ・50点　思うような話ができな
かった

・98点　ある目的で話し合うこ
とがめったにないのでいい経験を
した　楽しい時間を過ごせた

・新たな植物（オリーブ、ツツジな
ど）きっかけ

・90点　初めは難しいかなと不
安だったけど、色々な意見が出て
楽しかった・地域の人が学校へ出向く機会を増や

す ・82点　テーブル（肘付き）が
ほしかった　各世代の参加者が必
要　開催時間が日曜日かもっと遅
い時間がよいかも

・75点　最初であり、今後に期
待するため　定期的に開催した方
が良い
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